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面
対
策
工
事
請
負
契
約

　
同
工
事
の
発
注
に
あ
た
り
、

予
定
価
格
が
１
億
５
千
万
円

以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
得
る
も
の
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
図
書
館
の
機
器
の
取
得
に

あ
た
り
、
予
定
価
格
が
２
千

万
円
以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、

条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
得
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
既
に
生
活
道
路
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
道
路
の
地
権

者
か
ら
寄
附
の
申
出
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
市
道

第
３
３
９
号
線
と
し
て
認
定

す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　

国
の「
物
価
・
賃
金
・
生

活
総
合
対
策
本
部
」に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
電
力・ガ
ス・

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
や
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
各
小
・
中
学
校
に
週

１
日
以
上
巡
回
す
る
活
用
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
２

６
５
７
万
９
千
円
を
追
加
、

総
額
２
９
５
億
７
８
１
１
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　
平
野
裕
子
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
委
員
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議

な
い
旨
を
答
申
す
る
も
の
。

建
築
基
準
法
の
第
42
条
２
項

道
路
と
い
う
扱
い
で
あ
る
。

　
９
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
７
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
陳
情
１
件
は
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

●
福
生
市
高
校
生
等
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

　
福
生
市
が
独
自
に
所
得

制
限
を
撤
廃
し
た
理
由
を
伺

う
。

　

小
・
中
学
生
を
対
象
と

す
る
マ
ル
子
の
制
度
に
お
け

る
所
得
制
限
の
撤
廃
は
、
福

生
市
の
子
育
て
施
策
の
中
で

も
特
徴
的
な
施
策
で
あ
る
。

　
９
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
陳
情
２
件
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算︵
第
６
号
）(

建

設
環
境
委
員
会
所
管
分)

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い

て
、
３
つ
の
決
済
ア
プ
リ
と

し
た
理
由
を
伺
う
。

　

幅
広
い
利
用
者
に
対
し

消
費
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、

市
内
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
し
た
い
旨
の
市
商
工

会
の
意
向
を
承
認
し
た
た
め
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て　

福
生
市
下
水
道
総
合
計

画
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
の

詳
細
を
伺
う
。

　
本
市
の
下
水
道
の
将
来

像
と
実
現
に
向
け
、
今
後
30

年
間
に
取
り
組
む
施
策
を
示

し
た
も
の
で
、
基
本
方
針
を

基
に
今
後
必
要
な
対
策
を
見

据
え
、
計
画
を
改
定
し
た
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て　

何
ら
か
の
認
定
を
受
け

て
い
た
道
路
か
を
伺
う
。

　

本
路
線
に
つ
い
て
は
、

位
置
指
定
道
路
で
は
な
い
が
、

こ
れ
に
な
ら
い
、
所
得
制
限

を
撤
廃
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

　

地
域
外
来
・
検
査
セ
ン

タ
ー
運
営
体
制
確
保
支
援
補

助
金
が
こ
の
時
期
の
補
正
予

算
で
上
程
さ
れ
た
理
由
は
。

　
医
師
会
に
補
助
す
る
業

務
災
害
補
償
保
険
の
契
約
が

10
月
下
旬
で
満
了
の
た
め
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
予
備
費
に
１
億
円
が
積

み
立
て
ら
れ
た
理
由
は
。

　
高
額
な
医
療
費
の
支
払

い
な
ど
、
急
激
な
医
療
費
の

伸
び
に
対
応
で
き
る
よ
う
増

額
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
介
護
認
定
審
査
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
化
す
る
目
的
は
。

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
審
査
会
で
の
判
定
業

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
傷
病
手
当
金
の
支
給
件

数
や
周
知
方
法
は
。

　

申
請
に
基
づ
き
支
給
を

行
い
、
令
和
３
年
度
の
支
給

件
数
は
18
件
で
あ
っ
た
。
周

知
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
だ
よ
り
に
掲
載
し
、

全
戸
配
布
を
行
っ
た
。　

●
令
和
３
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
介
護
保

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

陳
　
情

陳
　
情

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
採
択

○
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
陳
情
書
（
４
‐
15
号
）

◆
不
採
択

○
中
国
共
産
党
に
よ
る
臓
器
収
奪
の
即
時
停
止
及
び
人
権
状
況

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書（
４
‐
９
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
新
疆
ウ
イ
グ
ル
等
の
人
権
状
況
に
対
す
る
懸
念
は
あ
る
が
、
事

実
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
さ
せ
る
基
礎
が
市
議
会
に
は
な
い
こ
と

か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
福
生
市
特
別
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を

求
め
る
陳
情
書
（
４
‐
10
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
法
が
適
用
す
る
範
囲
を
超
え
て
、
新
た
に
特
別
職
の
職
員
に
対

し
条
例
を
制
定
し
、
服
務
の
宣
誓
を
義
務
づ
け
る
必
要
は
な
い
こ

と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
自
治
体
憲
法
と
し
て
の
「
福
生
市
憲
法
条
例
」
の
制
定
を
求
め

る
陳
情
書
（
４
‐
11
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
現
時
点
に
お
い
て
市
に
憲
法
条
例
は
な
じ
ま
ず
、
制
定
に
つ
い

て
は
必
要
性
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決
へ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製

造
企
業
の
基
金
拠
出
等
、「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業
務
労
働
者
等

に
対
す
る
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
（
４
‐
12
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
現
在
既
に
、
国
の
給
付
者
給
付
金
と
は
別
に
病
態
と
ば
く
露
期

間
に
応
じ
て
賠
償
を
求
め
て
い
く
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地

方
議
会
が
こ
の
裁
判
に
意
見
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
く
、
ま
た

建
材
メ
ー
カ
ー
が
国
の
給
付
金
の
仕
組
み
に
加
わ
る
か
、
ま
た
、

国
の
法
改
正
で
迅
速
な
給
付
対
応
が
可
能
か
も
不
明
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
原
油
・
原
材
料
高
騰
の
打
撃

か
ら
経
営
難
に
直
面
す
る
市
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
求
め
る
陳

情
書
（
４
‐
13
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
原
油
・
原
材
料
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
中
小
事
業
者
へ

の
支
援
は
重
要
と
考
え
る
が
、
地
方
行
政
は
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
行
政
運
営
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
既
に
福
生
市
で

は
、
事
業
者
及
び
市
民
向
け
支
援
と
し
て
、
国
か
ら
の
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
正
規
職
員
採
用
に
関
す
る
陳
情
書
（
４
‐
14
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

安
定
的
に
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
計
画
的
に
職
員
採
用
を

行
っ
て
き
て
お
り
、
就
職
氷
河
期
世
代
に
つ
い
て
の
採
用
も
行
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

反
対

　

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
市
の
財
政
力

を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
。

福
生
駅
西
口
の
複
合
公
共
施
設
と
引
き
換

え
に
、
今
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
公
共
施
設
を
20
％
も
削
減
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
。
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
、
特
に
、
子
ど
も
と
そ
の
親
世
代

の
減
少
に
対
し
て
新
た
な
効
果
的
な
施
策

が
な
か
っ
た
こ
と
。
地
域
公
共
交
通
の
整

備
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
市
政
世
論
調

査
の
横
田
基
地
の
賛
否
に
対
す
る
設
問
が

恣
意
的
で
あ
り
、
市
民
の
横
田
基
地
に
対

す
る
賛
否
が
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

賛
成

　

令
和
３
年
度
は
、
市
税
等
の
大
幅
な

減
収
が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
っ
た
が
、
12
回
の
補
正
予
算
を
加
え
、

市
民
や
市
内
事
業
者
等
に
対
す
る
感
染
症

対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
決
算
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
感
染
症
対
策
で
は
、
自
宅
療
養
者
等
生

活
支
援
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
等
の
実
施
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
・
障
害
者
等
へ
の
支
援
、
子
育
て
支

援
、
都
市
施
設
整
備
、
教
育
環
境
整
備
な

ど
、
福
生
市
総
合
計
画
第
５
期
の
大
綱
実

現
に
向
け
た
決
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

決
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　

令
和
３
年
度
は
、
前
年
度
同
様
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
予
算
執
行
と
な
り
、
補
正
予
算

を
第
12
号
ま
で
計
上
し
た
結
果
、
歳
出
決

算
額
は
大
幅
に
拡
大
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
中
止
と
な
っ

た
事
業
等
を
除
い
て
、
予
定
し
て
い
た
事

業
は
概
ね
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

行
財
政
改
革
で
は
、
公
共
施
設
の
計
画
的

な
保
全
等
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
保
全

改
修
計
画
の
策
定
、
地
方
公
会
計
制
度
に

基
づ
く
コ
ス
ト
情
報
を
活
用
し
た
新
た
な

行
政
評
価
の
試
行
実
施
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
期
間
短
縮
な
ど
高
く
評
価
す
る
こ

と
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　
行
政
評
価
及
び
組
織
改
正
等
の
見
直
し

を
行
い
、
効
率
の
良
い
行
政
運
営
へ
と
改

革
さ
れ
、
施
設
保
全
・
改
修
計
画
を
策
定

し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
ま
た
、
多
様
な

市
民
の
生
活
に
対
応
で
き
る
子
育
て
支
援

の
体
制
を
整
え
、
対
応
さ
れ
た
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。

　

教
育
行
政
で
は
、
個
別
最
適
化
す
る

学
び
と
集
団
の
中
で
培
う
協
働
的
な
学
び

の
た
め
、
必
要
な
整
備
を
整
え
推
進
さ
れ
、

ま
た
、
不
登
校
対
策
や
ス
タ
デ
ィ
・
ア
シ

ス
ト
事
業
等
の
実
施
を
確
認
し
、
教
育
を

受
け
る
機
会
の
確
保
と
、
成
長
に
欠
か
せ

な
い
実
体
験
の
場
と
し
て
有
効
で
あ
る
と

評
価
す
る
こ
と
か
ら
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

※�

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て
も
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決
へ
、

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造
企
業
の
基
金
拠
出

等
、「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業
務
労
働
者

等
に
対
す
る
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
原
油・

原
材
料
高
騰
の
打
撃
か
ら
経
営
難
に
直
面

す
る
市
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
求
め
る

陳
情
書

●
正
規
職
員
採
用
に
関
す
る
陳
情
書

●
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
陳
情
書

●
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求

め
る
意
見
書

討
　
論

討
　
論

▲�認定された市道第339号線
▲�高校生等の医療費助成担当
「子ども育成課」窓口


